
既存浄化施設における地域連携と新たな価値の創造

霞ヶ浦河川事務所 調査課 小野

221219 令和4年度全国多自然川づくり会議

１．霞ヶ浦の概要

２．清明川植生浄化施設の概要と経緯

３．河川協力団体の要望から再稼働へ

４．その後の状況（地域と連携した活動）

５．再稼働（水路に水を流したこと）の効果

６．今後の取り組み

７．新たな価値の創造（まとめと今後の発展に向けて）

～廃止になりかけていた施設を再稼働し、新たな活用を模索～
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１．霞ヶ浦の概要

■霞ヶ浦は首都圏の北東部、千葉県の北、茨城県の南東に位置する湖沼
■我が国では琵琶湖（滋賀県）に次ぐ第2位の湖面積を誇り、地域の生活・産業の基盤を形成

【諸元】

東京
東京都

神奈川県

埼玉県

群馬県

栃木県

水戸

茨城県

筑波研究学園都市

霞ヶ浦

成田
(　新東京国際空港 )

千葉県

50km0

流 域 面 積 2，157ｋｍ
２　（茨城県全体の３５％）

湖 面 積 220ｋｍ
２　（西浦172km2/北浦36km2/常陸利根川12km2）

堤 防 延 長 251ｋｍ　（西浦121.4km/北浦74.5km/常陸利根川55.1km）

水 深 平均　４ｍ、　最大７ｍ

貯 留 量 約９．１億ｍ３　（Y.P.+1.3m）

流域市町村 ２４市町村　（茨城県２２市町村、千葉県１市、栃木県１町）

沿岸市町村 １３市町村　（茨城県１２市町村、千葉県１市）

常陸川水門

《常陸川水門の３つの役割》

①利根川の洪水が常陸川に逆流するのを防ぎます

②常陸川への塩水の遡上を防ぎます

③上水、工水、農水に供給するため霞ヶ浦の水位管理を行います

【地形特性】

・湖の水深は浅く、湖沿岸は低平地

・流域の降雨は全て湖内に流入（56本の流入河川等を有する）

・霞ヶ浦の吐口は、利根川本川の水位の影響を受ける常陸利根川が唯一

56本の流入河川
→ 霞ヶ浦(西浦,北浦)
→ 常陸川水門へ

“出口は1箇所”
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平成１７年３月撮影

水中ポンプ
13m3/min

２．清明川植生浄化施設の概要と経緯

← 霞ヶ浦

平成１７年３月撮影

施設延長 L=950ｍ

位置図

清明川

植生帯

・水中ポンプで水を汲み上げ水路へ流し、ヨシ原で沈殿、

窒素・リンを吸収させ、流入水を浄化して霞ヶ浦へ

施設概要

① 清明川の流入負荷削減

② 植生帯の創出、生物の生育・生息環境の回復

目 的

・完成年（平成3～7年施工、H8～本運用）

・面積（約38,000m2）・全長 約950m

施設諸元

稲敷郡美浦村舟子地先

（西浦右岸40.0k付近）

・流域面積 →25.2km2

・河川延長 →10.1km

・河川流量 →0.52m3/s

・流域人口 →約18,220人

・農業地域 →21.2km2

清明川概要

3



（平成7～19年
平均データ）

COD → 約 10％
SS →約 32％
T-P → 約 16％
T-N → 約 16％

除去率
施設計画

概要
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▼水路の切欠き部（８ｍピッチ）から植生帯への流入状況【動画】

標準断面図

水路断面図

水路縦断図（切欠き部）
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■平成8年から稼働していたが、平成22年6月に運転停止。。。

→ 近年、清明川の水質は改善傾向、浄化効果が薄れてきた。

→年間約４００万円（電気代・点検費）のコスト、植生の維持管理が困難 等

(環境基準値=3.0) (環境基準値=0.4)

(環境基準値＝0.03)

【計画時水質】 計画除去率＝50％
流入） T-N ： 3.05mg/l T-P ： 0.28mg/l
流出） 1.53mg/l                   0.14mg/l

【近年の水質】 2.00mg/l 0.09mg/l
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▼ Ｈ１７の状況（少し中木もあるが、ほぼヨシ帯となっている。）

▼ Ｈ２９の状況 （樹林化が進行し荒れ放題に。湿地帯が減少。）
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■課題：せっかく整備した施設を廃止すべきか、新たな利用方法はないのか？

→ 水路に水が流れなくなったため、多様な湿地環境が乾燥化・樹林化、景観も悪化。

→ ポンプも停止から数年経過し、再稼働するにはポンプ更新で1千万円もかかる。

→ 浄化効果は？維持管理費は？



３．河川協力団体の要望から再稼働へ

■河川協力団体（NPO水辺基盤協会）から永年に渡って再稼働を熱望！

→ 浄化施設の水路には多様な生き物が生息し、ここでの自然観察や保全活動は、

霞ヶ浦の水質や水辺環境の保全・再生を考えて行く上で有効！

→ 水が動くことで、生き物がたくさん増える！

→ 湖内で減少している２枚貝の増加や、現在見られなくなった沈水植物等を復活したい！

→ 環境学習を通じて霞ヶ浦の魅力や環境保全・水辺の安全等に対する理解促進！

▼ 施設内（水路）には、多数のマシジミやイシガイなどが生息
↓
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■タイミング良く、別事業で不要となった水中ポンプがあったため、
これを再利用して、水生生物や植生等の経過観察を行う。

設置状況 稼働状況

■生物の生息状況などの自然観察、保全活動（草刈り等）、及び施設内での

環境学習などは河川協力団体（水辺基盤協会）が主体となって実施していく。

■既存施設のさらなる有効活用に向けて、連携した維持管理を行って行く。

結果

従来のポンプ：約１３m3/min（0.21m3/s） 今回のポンプ：約１m3/min（0.016m3/s)

■H29年10月 ポンプ設置、運転再開

・電気代を節約するため、ポンプ運転時間は

8:00～11:00 13:00～16:00（1日6時間）

（ポンプも小さくなったことで、電気代は従来の約1/10)

運用方針
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４．その後の状況（地域と連携した活動）

▼草刈り・ゴミ拾い

▼生き物観察

▼ランチタイム、情報交換等

（１）毎月2回の維持管理作業や生物観察を継続中（毎回約10名が参加）
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▼吉田代表自作の看板 愛情溢れる看板は、散歩やサイクリングの方々の目を楽しませています。

▼ヨシ焼きの実施

（残念ながら炎上せず…）

■日 時：2022年1月30日(土) 9：00～12：00

■参加者：水辺基盤協会（6名）、霞ヶ浦河川事務所（3名）

美浦村消防団第6分団（2名）ポンプ車１台、阿見町生活環境課他
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▼水路の多自然化

コンクリート
３面水路に、
割栗石を数カ
所へ投入して、
流れに変化を
つけた

石の隙間には、タウナギ
やエビなどが多く生息 ▼

▼

管理や観察を
行い易くする
ため、割栗石
を並べた。

▼
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（２）環境学習での活用

▼水路で釣り体験、ライジャケ着用方法、水質調査、プランクトン観察で水環境を体験！



【１】水路での生き物観察結果

貝 類

魚 類
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５．再稼働（水路に水を流したこと）の効果



甲殻類

水生昆虫
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水草の繁茂状況

▼水草には多数のテナガエビが生息
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【２】釣り体験イベントでのアンケート結果

参加者アンケートでは、満足度が１００％！

（ 初めての魚釣りで30匹も釣れた！霞ヶ浦の水質や環境に興味
を持った！また開催して欲しい！等、嬉しい声がたくさん）



①再稼働＋流況変化＋ポンプ間欠運転等により、水路内生物が増加した。

②結果、それらを捕食する他の生物（哺乳類、両生類、爬虫類、鳥類）も増加し、
生物多様性の向上が見られた。

③霞ヶ浦の水環境や多様性を学習するフィールドとして効果的に活用ができた。

④イベントでは県や町等ともコミュニケーションが図れ、更に連携が強化された。

ポンプ

効果まとめ

清明川

霞ヶ浦

水路
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（１） 2022 水辺の「小さな自然再生」現地研修会 開催地に決定！

自然再生や多自然川づくりに関する理解や現場力の向上！ 18

６．今後の取り組み



▼現地研修会での実施予定内容 ●このエリアは地震による沈下で、良い湿地環境に

●整備イメージ

●概要図素案

令和5年1月14日開催予定
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（２）今後検討したい内容 ［植生帯の再湿地化］

■別箇所（自然再生事業）での施工事例 ⇒ 前面矢板を切断して湿地化を実施

平成１７年３月撮影 20

矢板切断
▼

掘 削

過去、浚渫土の仮置ヤード



横断イメージ

矢板切断と掘削により、植生帯の乾燥化や樹林化が抑制して再湿地化を図る

ポンプが小さいため、奥のエリア
まで十分な水が供給されていない
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水路は単に水を流すためだけの役割でしか見ていなかったが、河川協力団体か

らの要望をきっかけに、生物多様性の向上、環境学習での利用、人との関わり

など、新たな利用価値と効果を再発見できた！

７．新たな価値の創造（まとめと今後の発展に向けて）
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まとめ



■生物多様性や気候変動に関する最近の動向を踏まえ、霞ヶ浦においても
新たな視点を取り入れた検討を進めていきたい。

■他の施設等でも維持管理に課題があるため、柔軟かつ多様な視点で、

新たな利用価値や効果を考えていきたい。
・他の浄化施設等 → 維持管理コストと水質改善効果のバランス

・自然再生事業実施箇所 → 協議会の維持運営（メンバーの高齢化や減少）

→ 外来種等の増加、樹林化（管理しきれない）

課
題
等
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今後の発展に向けて

・流域治水＆グリーンインフラ

・カーボンニュートラル

・３０ｂｙ３０，OECM，ネイチャーポジティブ，EbA，等

⇒流域や河川全体を捉え、生物多様性と
併せて経済的価値等の評価へ発展

多自然川づくり、自然再生事業

⇒主に個別箇所での施工方法や評価

●これまでは、

●これからは、(最近の動向)



参考【河川協力団体／NPO法人 水辺基盤協会】

●吉田代表のブログ（清明川浄化施設の活動が詳細に）→ http://blog.livedoor.jp/kounji/
●水辺基盤協会HP →   https://www.npo-mizube.jp/
●水辺基盤協会Twitter → https://twitter.com/mizubekiban 24

●1995年から始まった活動は、27年目の2022年5月に第50回を達成！
（参加者は386名）

土浦市長
安藤真理子様

衆議院議員
国光あやの様

吉田代表

▼応援に来て頂きました！

霞ヶ浦クリーン大作戦 53PickUp!は、
日頃楽しませてもらっている霞ヶ浦に
恩返しという気持ちでバスアングラー
がはじめた“湖岸清掃活動”です。

霞ヶ浦への無償の愛！

http://blog.livedoor.jp/kounji/
https://www.npo-mizube.jp/
https://twitter.com/mizubekiban

